
 

船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 令和７年９月１８日 １２時１８分頃 

発生場所 香川県丸亀
まるがめ

市小手
お て

島港 

 小手島４号防波堤灯台から真方位２８３°８０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°２２.６′ 東経１３３°３９.２′） 

事故の概要  旅客船兼自動車航送船ひろておんが車両の積込み作業中、甲板員が

車両甲板でトラックと階段との間に挟まれて負傷した。 

事故調査の経過 令和７年９月２５日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船兼自動車航送船 ひろておん、２４３トン 

 １４４４４１、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構、備

讃フェリー株式会社（Ａ社） 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長、五級（航海） 

甲板員Ａ、四級（航海） 

 負傷者 軽傷 １人（甲板員Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南西、風速 約５m/s、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

 事故の経過 (1) 車両の積込みから本事故発生に至るまでの経過 

   本船は、丸亀市丸亀港から同市広
ひろ

島、同市小手島を経由して同

市手
て

島を結ぶ一般旅客定期航路を運航するフェリーで、船長及び

甲板員Ａほか２人（以下「機関長」及び「甲板員Ｂ」という。）が

乗り組み、小手島港において船首着けで着岸した。 

本船は、ランプウェイを岸壁に架けて車両を積み込むことと

し、車両積込み作業の指揮者として機関長を岸壁に、車両誘導者

として甲板員Ａを車両甲板の船尾側に、甲板員Ｂを車両甲板の船

首側にそれぞれ配置した。 



 

   積み込む車両は、平ボディワイド型で全長約８.６ｍ、全幅約

２.５ｍ、最大積載量約４トンのトラック（以下「本件トラック」

という。）１台のみで、船尾側の中央列に積み込むこととされた。 

   本件トラックの運転手（以下「運転手Ａ」という。）は、甲板員

Ａ及び甲板員Ｂの誘導で本件トラックを後進させ、甲板員Ａは、

本件トラックの後寄り右側に立ち、運転手Ａに声と手で合図しな

がら誘導していたが、右舷側の壁と本件トラックとの間隔が狭く

なってきたので、本件トラックの後方に移動して誘導を続けた。

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   運転手Ａが本件トラックを後進させ続けていたところ、甲板員

Ａは、本件トラックの荷台と車両甲板船尾側の階段との間に上半

身を挟まれた。（写真２及び写真３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 甲板員Ａが負傷した場所及び姿勢（再現） 

写真２ 本船の上甲板の状況（中央部から船首方、船尾方） 
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図１ 本船の上甲板及び事故発生場所概略図 

乗降階段の手摺
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   運転手Ａは、甲板員Ｂの合図で本件トラックを停止させた。 

   甲板員Ｂは、船橋にいる船長に本事故の発生を伝え、船長の指

示によってＡ社へ本事故の発生を報告し、Ａ社は、１１９番通報

で救急車を要請し、海上保安庁にも本事故の発生を通報した。 

   本船が丸亀港に到着した後、甲板員Ａは、救急車で丸亀市内の

病院に搬送され、左多発肋
ろっ

骨骨折、左肺挫傷及び前胸部皮下血腫

と診断された。 

(2) 甲板員Ａの経験等 

   甲板員Ａは、同業他社のフェリーに甲板員として約２２年間乗

船し、約８年前にＡ社に入社した。約７年間甲板員としてＡ社の

自動車渡船に乗船し、車両の誘導等を行っていた。 

   甲板員Ａは、本事故当時、健康状態は良好であり、疲労はな

く、視力及び聴力に異状はなかった。また、作業服上下、ジャン

パー及び安全靴を着用していたが、笛は所持していなかった。 

(3) 甲板員Ａの車両の誘導状況等 

   甲板員Ａは、本船の前に乗務していたフェリーでは、船尾着け

した後部ランプウェイから車両が前進して積み込まれていたの

で、車両の前部で運転手と対面した状態で誘導しており、合図は

声で行い、笛を使用したことはなかった。 

   甲板員Ａは、Ａ社及び船長から車両の誘導には笛を使用するよ

う指導を受けていたが、入社当初は笛を使用していたものの、車

両の誘導に慣れてきてからは声による合図の方が伝わりやすいと

思い、笛を使用していなかった。 

(4) Ａ社の車両誘導時の作業基準 

   Ａ社は、安全管理規程の作業基準において、車両の積込みに関

する作業基準を「カーフェリーにおけるラッシング作業要領と安

全基準について」として定めており、Ａ社が作業員に遵守させる

車両誘導時の作業基準は次のとおりであった。 

   ７.作業員に次に掲げる事項を遵守させなければならない。 

   (1) 車輌誘導作業に関する事項 

    ① 所定の合図を確実に行うこと。 

    ② 車輌の運転者から明視できる位置で、かつ車輌より危害

をうけるおそれのない間隔を保持し、たがいに他の作業員

の安全を確認しながら誘導すること。 

    ③～⑦（略） 

(5) その他 

   本件トラックにはバックモニターは搭載されていなかった。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

分析 (1) 甲板員Ａの誘導位置 

① 甲板員Ａは、安全管理規程の作業基準において、運転手から



 

明視できる位置で誘導するよう定められていたものの、右舷側

の壁と本件トラックとの間隔が狭くなってきたことから、本件

トラックの後方に移動して誘導を続けたものと考えられる。 

② 本件トラックにはバックモニターは搭載されておらず、本件

トラックの後方は、運転手Ａから甲板員Ａの位置や動作が確認

しにくい状態となり得ることから、合図が確実に伝わる状況に

はなかった可能性があると考えられる。 

(2) 合図（笛の使用） 

   甲板員Ａは、Ａ社及び船長から笛を使用して誘導するよう指導

を受けていたものの、声による合図の方が伝わりやすいと思った

ことから、笛を使用しなかったものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、本船が車両の積込み作業中、甲板員Ａは、本

件トラックの荷台と車両甲板船尾側の階段との間に上半身を挟ま

れ、負傷したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が車両の積込み作業中、甲板員Ａが、笛を使用せず

に車両を誘導していた状況下、運転手Ａから確認しにくい本件トラッ

クの後方に移動したため、本件トラックの荷台と車両甲板船尾側の階

段との間に上半身を挟まれたことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  Ａ社は、本事故後、次のとおり、本船の乗組員を指導して再発防止

策を講じ、徹底させた。 

・車両積荷担当者は、必ず手と笛で合図しながら車両を誘導し、誘

導中のトラックの後側には行かないこと。 

 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・車両の誘導作業員は、車両の運転手から見える位置で誘導し、車

両の後方等の危険な場所に入らないこと。 

・車両の誘導作業員は、車両の運転手に合図が確実に伝わる笛等を

使用して誘導すること。 

・運航者及び船長は、車両の誘導作業員が安全管理規程に定める作

業基準を遵守しているかを定期的に確認すること。 

 



 

付図１ 事故発生場所概略図 
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